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一　

は
じ
め
に

１　

ホ
ー
ル
ズ
ベ
リ
卿
に
よ
る
導
入

大
法
官
ホ
ー
ル
ズ
ベ
リ
卿（Lord Chancellor H

alsbury

）の
名
を
冠
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
有
権
的
な
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ

ア
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
に
お
け
る
多
数
の
判
決
で
は
、
国
際
慣
習
法
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
編
入
さ
れ
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
法
の
一
部
を
形
成
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
来
た
。
こ
れ
を
編
入
ド
ク
ト
リ
ン
（doctrine of incorporation

）
と
い
う
。
他
の
判

決
で
は
、
国
際
法
体
系
の
規
則
が
こ
の
国
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
（accepted

）、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
規
則
に
変
型
さ
れ
た
と
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
国
際
法
は
よ
う
や
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
一
部
と
な
る
と
い
わ
れ
て

来
た
。
こ
れ
を
変
型
ド
ク
ト
リ
ン
（doctrine of transform

ation

）
と
呼
ぶ
。

２　

王
冠
の
大
権

連
合
王
国
の
対
外
関
係
処
理
は
、
王
冠
の
大
権
（prerogative of the Crow

n

）
の
一
部
で
あ
る
。
し
か
し
、
幅
広
い
大
権
も
、

議
会
か
ら
の
侵
食
作
用
と
い
う
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
制
定
法
上
の
具
体
化
に
よ
っ
て
狭
少
化
さ
れ
た
。
連
合
王
国
お
よ
び
君
主
制

を
と
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
で
は
、
国
際
協
定
履
行
（im

plem
entation

）
の
た
め
に
、
四
つ
の
規
則
が
、
生
じ
た
。

第
一
は
、
国
際
協
定
の
交
渉
・
締
結
は
、
王
冠
お
よ
び
そ
の
閣
僚
の
専
属
大
権
的
機
能
で
あ
る
と
い
う
規
則
で
あ
る
。
第
二
は
、
王

冠
は
大
権
ま
た
は
制
定
法
の
も
と
で
条
約
ま
た
は
国
際
協
定
の
す
べ
て
の
規
定
を
履
行
す
る
権
限
を
も
つ
が
、
そ
の
よ
う
な
権
限
を
欠

（
1
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く
と
き
、
議
会
に
よ
る
立
法
行
為
が
協
定
履
行
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
規
則
で
あ
る
。
第
三
は
、
条
約
の
立
法
化
は
、
他
の
制
定
法
か

ら
区
別
さ
れ
る
特
別
の
形
式
ま
た
は
法
的
性
質
を
も
た
な
い
と
い
う
規
則
で
あ
る
。
第
四
は
、
条
約
ま
た
は
国
際
協
定
に
対
す
る
議
会

の
裁
可
ま
た
は
承
認
は
技
術
的
意
味
で
の
批
准
を
構
成
し
な
い
と
い
う
規
則
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
規
則
は
、
や
や
具
体
化
さ
れ
た
変
型

ド
ク
ト
リ
ン
で
あ
る
。

国
際
法
の
源
泉
で
あ
る
国
際
慣
習
法
お
よ
び
条
約
の
う
ち
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
一
応
の
検
討
を
試
み
た
。
本
稿
は
、
後

者
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
若
干
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
を
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
変
型
を
も
た
ら
し
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

瞥
見
す
る
で
あ
ろ
う
。

二　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス

１　

一
八
七
九
年
のThe Parlem
ent Belge

⑴
　
事
　
　
　
実

本
件
は
、
汽
船
パ
ル
ル
マ
ン
・
ベ
ル
ジ
ュ
号
（
以
下
「
Ｐ
Ｂ
号
」）
に
対
し
て
汽
船
デ
ア
リ
ン
グ
号
（T

he D
aring

）（
以
下
「
Ｄ
号
」）

の
所
有
者
の
た
め
に
開
始
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
で
あ
っ
て
、
原
告
が
主
張
し
た
請
求
の
陳
述
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
八
年
二
月

一
四
日
午
後
四
時
半
ご
ろ
、
Ｄ
号
は
、
ド
ー
バ
ー
湾
で
錨
を
あ
げ
た
。
夕
方
、
霧
が
、
沖
合
い
か
ら
発
生
し
始
め
た
。
Ｄ
号
は
、
適
当

な
間
隔
で
、
霧
中
号
鐘
（fog bell

）
を
鳴
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
中
で
、
Ｐ
Ｂ
号
は
Ｄ
号
の
右
舷
に
衝
突
し
て
、
大
き
な
損

害
を
与
え
た
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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請
求
の
陳
述
は
、
続
け
る
。
こ
の
衝
突
は
、
Ｐ
Ｂ
号
船
上
で
の
過
失
（negligence

）
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｂ
号
は
、
ド
ー

バ
ー
と
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ス
テ
ン
の
あ
い
だ
の
郵
便
運
送
業
務
に
従
事
し
て
来
た
ベ
ル
ギ
ー
船
舶
で
あ
る
。
問
題
の
衝
突
よ
り
前
か
ら
、

Ｐ
Ｂ
号
は
、
郵
便
の
ほ
か
に
も
、
旅
客
お
よ
び
商
品
の
運
送
に
も
従
事
し
て
い
た
。
原
告
は
、
Ｐ
Ｂ
号
が
衝
突
時
ま
た
は
現
在
ベ
ル
ギ
ー

国
王
陛
下
の
財
産
で
あ
る
か
否
か
、
ま
た
は
、
Ｐ
Ｂ
号
が
陛
下
も
し
く
は
陛
下
の
政
府
の
単
数
か
複
数
の
官
吏
に
よ
っ
て
チ
ャ
ー
タ
ー

さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
か
否
か
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

請
求
の
陳
述
が
と
く
に
主
張
し
た
の
は
、
衝
突
に
よ
っ
て
原
告
に
加
え
ら
れ
た
損
害
に
関
す
る
Ｐ
Ｂ
号
に
不
利
な
判
決
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
女
王
陛
下
の
た
め
に
異
議
を
申
し
立
て
た
法
務
総
裁
（A

ttorney General

）
は
、
Ｐ
Ｂ
号
は
ベ
ル
ギ
ー
国

王
陛
下
か
ら
の
委
任
状
を
も
ち
、
同
国
政
府
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
国
王
の
ベ
ル
ギ
ー
海
軍
士
官
に
よ
っ
て
統
率
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
士

官
は
ベ
ル
ギ
ー
の
閣
僚
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、
そ
の
管
理
お
よ
び
命
令
に
服
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
法
務
総
裁
は
、
本
訴
訟
に
お
け
る

す
べ
て
の
手
続
を
停
止
し
、
原
告
の
申
し
立
て
を
却
下
す
る
こ
と
を
裁
判
所
に
要
請
し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
間
の
郵
便

通
信
を
規
制
す
る
た
め
一
八
七
六
年
二
月
一
七
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
署
名
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
女
王
・
ベ
ル
ギ
ー
国
王
間
の
条
約（
以
下「
英

白
条
約
」）
に
言
及
し
た
が
、
そ
の
第
六
条
は
、
郵
便
船
は
偶
発
的
に
接
触
す
る
か
も
知
れ
な
い
ド
ー
バ
ー
港
お
よ
び
他
の
す
べ
て
の

イ
ギ
リ
ス
港
で
は
戦
時
船
舶
（vessels of w

ar

）
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
業
務
の
利
益
お
よ
び
重
要
性
が
要
請
す
る
す
べ
て
の
名
誉

お
よ
び
特
権
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
と
定
め
た
。

⑵
　
判
　
　
　
決

一
八
七
九
年
三
月
一
五
日
、
裁
判
官
サ
ー
・
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
リ
モ
ア
が
本
件
で
は
国
際
法
上
お
よ
び
公
法
上
も
っ
と
も
重
要
な
問

題
が
提
起
さ
れ
た
と
前
お
き
し
た
あ
と
、
検
認
・
離
婚
・
海
事
部
（Probate, D

ivorce and A
dm

iralty D
ivision

）
が
与
え
た
判

（
5
）

（
6
）

（
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決
は
、
法
務
総
裁
が
申
し
立
て
た
異
議
を
拒
否
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
⒜
Ｐ
Ｂ
号
は
法
の
手
続
か
ら
免
除
さ
れ
る
公
船
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

属
さ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
⒝
議
会
制
定
法
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
法
に
具
体
化
さ
れ
な
い
条
約
は
戦
時
公
船
（public ship of 

w
ar

）
の
性
質
を
も
つ
船
に
与
え
る
と
称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
臣
民
の
権
利
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

判
決
文
中
、
関
連
あ
る
パ
ッ
セ
イ
ジ
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

も
し
王
冠
が
Ｐ
Ｂ
号
は
軍
艦
（ship of w

ar

）
の
す
べ
て
の
特
権
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
と
命
令
す
る
権
限
を
英
白
条
約
に
よ
っ

て
議
会
の
権
威
（authority

）
な
し
に
も
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
衝
突
を
理
由
に
不
法
行
為
者
と
し
て
の
Ｐ
Ｂ
号
に
要
求
さ
れ
る
令

状
は
、
発
せ
ら
れ
な
い
…
…
。

こ
れ
は
、
私
が
先
例
も
な
け
れ
ば
原
則
的
に
憲
法
に
も
反
し
な
い
と
信
じ
る
王
冠
の
条
約
締
結
大
権
（treaty-m

aking 

prerogative of the Crow
n

）
の
一
用
法
で
あ
る
。
…
…
こ
の
国
の
法
は
、
外
国
の
軍
艦
お
よ
び
外
国
の
大
使
に
免
除
お
よ
び
特

権
を
与
え
る
国
際
法
の
一
部
を
現
に
編
入
し
て
い
た
。
し
か
し
、
私
は
、
そ
れ
が
そ
れ
ゆ
え
に
現
実
に
軍
艦
で
は
な
い
外
国
船
舶
ま

た
は
現
実
に
大
使
で
は
な
い
外
国
人
を
こ
う
し
た
免
除
で
お
お
う
権
威
を
王
冠
に
与
え
た
と
考
え
な
い
。

⑶
　
意
　
　
　
義

本
判
決
は
、
翌
一
八
八
〇
年
の
控
訴
院
（Court of A

ppeal

）
判
決
に
よ
っ
て
逆
転
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ッ
ク

ネ
ア
卿
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
）
は
、
右
に
引
用
し
た
パ
ッ
セ
イ
ジ
に
注
目
し
て
、
制
定
法
に
よ
る
変
更
（m

odification

）
が
行
な

わ
れ
な
い
と
き
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
が
法
を
変
更
す
る
と
称
す
る
条
約
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
効
果
に
つ
い
て
示
し
た
本

判
決
は
挑
戦
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
、
曲
型
的
権
威
（classic authority

）
と
評
価
し
た
。

ま
た
、
シ
ョ
ー
（
レ
ス
タ
ー
大
学
）
は
、
本
判
決
を
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
上
の
主
要
判
決
（principal cases

）
の
一
つ
」
と
み
て
、

（
8
）

（
9
）

（
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）
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戦
時
公
船
が
享
受
す
る
免
除
は
議
会
の
同
意
（parliam

entary consent

）
な
し
に
条
約
に
よ
っ
て
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
拡
大
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
た
。

パ
ッ
セ
イ
ジ
の
中
の
「
議
会
の
権
威
」
も
、
シ
ョ
ー
の
い
う
「
議
会
の
同
意
」
も
、
後
出
の
「
議
会
主
権
」
の
派
生
語
で
あ
る
。
と

い
う
よ
り
、
概
念
的
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
用
語
で
あ
る
。
船
舶
衝
突
事
件
が
変
型
ド
ク
ト
リ
ン
を
刺
激
し
、
議
会
を
重
視
す
る
判

決
の
姿
勢
が
、
同
ド
ク
ト
リ
ン
の
土
台
を
固
め
た
。
こ
の
点
に
、
本
判
決
の
意
義
が
、
認
め
ら
れ
る
。

２　

一
九
七
一
年
のBlackburn v Attorney-G

eneral

⑴
　
事
　
　
　
実

記
録
長
官
デ
ニ
ン
グ
卿
（Lord D

enning M
.R.

）
が
認
定
し
た
事
実
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

今
回
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
氏
は
、
共
同
市
場
に
参
加
し
、
ロ
ー
マ
条
約
に
署
名
し
よ
う
と
す
る
女
王
陛
下
の
政
府
の
申
請
に
関
心

を
も
っ
た
。
彼
は
、
法
務
総
裁
に
対
す
る
訴
訟
の
中
で
、
ロ
ー
マ
条
約
署
名
に
よ
り
、
女
王
陛
下
の
政
府
が
議
会
に
お
け
る
王
冠
の

主
権
を
部
分
的
に
引
き
渡
し
、
永
久
に
引
き
渡
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
趣
旨
の
確
認
判
決
を
請
求
し
た
。
そ
う
す
る
さ
い
政
府
は
法
に

違
反
し
て
行
動
す
る
で
あ
ろ
う
と
、
彼
は
、
述
べ
た
。
法
務
総
裁
は
、
合
理
的
な
訴
訟
理
由
を
開
示
し
な
い
と
の
根
拠
で
、
請
求
の

陳
述
を
退
け
る
よ
う
申
請
し
た
。

⑵
　
判
　
　
　
決

一
九
七
一
年
五
月
一
〇
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
控
訴
院
民
事
部
（Civil D

ivision
）
は
、
判
決
を
与
え
た
。

主
要
部
分
を
占
め
る
デ
ニ
ン
グ
卿
の
意
見
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

（
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）
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ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
氏
の
発
言
の
多
く
は
、
全
く
正
し
い
。
も
し
こ
の
国
が
共
同
市
場
へ
行
き
ロ
ー
マ
条
約
に
署
名
す
べ
き
で
あ
る

と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
取
り
消
せ
な
い
措
置
を
と
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
島
の

主
権
は
、
こ
の
と
き
か
ら
制
限
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
氏
は
、
欧
州
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
多
く
の
規
則
（regulations

）
が
こ
の
国
の
国

民
を
自
動
的
に
拘
束
す
る
よ
う
に
な
り
、
上
院
を
含
む
こ
の
国
の
裁
判
所
す
べ
て
が
条
約
解
釈
の
よ
う
な
若
干
の
明
確
な
点
で
欧
州

裁
判
所
の
決
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
た
。

私
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
氏
の
発
言
が
お
お
む
ね
正
し
い
と
推
測
す
る
。
…
…
わ
れ
わ
れ
が
共
同
市
場
に
参
加
す
る
交
渉
は
、
い

ま
な
お
進
行
中
で
あ
る
。
合
意
は
、
達
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
条
約
は
、
署
名
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
条
約
が
署
名
さ
れ
て
も
、
こ

れ
ら
裁
判
所
が
そ
の
よ
う
な
条
約
に
留
意
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
基
本
的
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
議
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る

法
に
具
体
化
さ
れ
る
ま
で
、
条
約
に
留
意
し
な
い
。

…
…
こ
の
国
の
条
約
締
結
権
限
は
、
裁
判
所
で
は
な
く
、
王
冠
、
つ
ま
り
、
自
分
の
閣
僚
の
助
言
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
女
王
陛

下
に
依
存
す
る
。
彼
女
の
閣
僚
た
ち
が
提
案
さ
れ
た
条
約
の
よ
う
な
最
高
に
重
要
な
条
約
を
交
渉
・
署
名
す
る
と
き
、
彼
ら
は
、
全

体
と
し
て
の
国
の
た
め
に
行
動
す
る
。
彼
ら
は
、
王
冠
の
大
権
を
行
使
す
る
。
そ
う
す
る
場
合
の
彼
ら
の
行
動
は
、
こ
れ
ら
の
裁
判

所
で
挑
戦
ま
た
は
問
題
と
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。

こ
の
あ
と
、
サ
ル
モ
ン
裁
判
官
は
、「
主
権
者
の
条
約
締
結
権
限
に
干
渉
す
る
い
か
な
る
権
限
も
、
裁
判
所
は
、
も
た
な
い
」
と
い

う
意
見
、
お
よ
び
、
ス
タ
ン
プ
裁
判
官
は
、「
王
冠
は
条
約
を
結
び
、
議
会
は
、
法
を
制
定
す
る
。
制
定
さ
れ
た
法
を
解
釈
す
る
の
が
、

本
来
の
事
件
に
お
け
る
本
裁
判
所
の
義
務
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
を
発
表
し
て
、
と
も
に
デ
ニ
ン
グ
卿
の
意
見
を
補
足
し
て
か
ら
、
同

卿
が
示
し
た
控
訴
棄
却
と
い
う
結
論
に
同
調
し
た
。
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⑶
　
意
　
　
　
義

連
合
王
国
が
正
式
に
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
に
参
加
し
た
の
は
、
一
九
七
三
年
一
月
一
日
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｅ
Ｃ
を
チ
ャ
ネ
ル

諸
島
、
マ
ン
島
お
よ
び
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
と
と
も
に
連
合
王
国
に
拡
大
す
る
関
係
で
制
定
さ
れ
た
の
が
、
一
九
七
二
年
欧
州
共
同
体
法

（European Com
m

unities A
ct 1972. 

以
下
「
一
九
七
二
年
法
」）
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
を
設
置
す
る
ロ
ー
マ
条
約
は
登

場
す
る
も
の
の
、
一
九
七
二
年
法
は
、
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
か
ら
、
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｃ
参
加
が
、
変
型
ド
ク
ト
リ
ン
を

覚
醒
さ
せ
た
。

本
件
は
、
具
体
的
事
件
に
起
因
す
る
事
案
で
は
な
い
。
一
臣
民
が
一
国
家
機
関
を
相
手
ど
っ
て
起
こ
し
た
民
事
訴
訟
で
あ
る
。
本
判

決
は
、冒
頭
に
引
用
し
た
ホ
ー
ル
ズ
ベ
リ
卿
の
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、「
王
冠
の
条
約
締
結
権
限
が
非
難
さ
れ
な
い（not 

be im
pugned

）
と
す
る
見
解
」
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、
あ
と
で
と
り
あ
げ
る
よ
う
に
、
後
年
の
複
数
判
決
に
お
い
て
も
、
引

用
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
の
名
に
値
す
る
。

３　

一
九
七
五
年
のPan-Am

erican W
orld Airw

ays Incorporated v D
epartm

ent of Trade

⑴
　
事
　
　
　
実

一
九
四
六
年
以
来
、
航
空
会
社
の
運
賃
お
よ
び
代
理
店
の
報
酬
は
、
多
く
の
有
力
な
航
空
会
社
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
機
構
で
あ
る
国

際
航
空
運
送
協
会
（Inter-national A

ir T
ransport A

ssociation. 
以
下
「
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
」）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
来
た
。
代
理
店

に
支
払
わ
れ
る
最
高
の
報
酬
は
、
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
決
定
さ
れ
た
。
一
九
七
五
年
四
月
、
合
衆
国
の
主
要
航
空
会
社
で
あ
る
パ
ン
・
ア

メ
リ
カ
ン
世
界
航
空
会
社
（Pan-A

m
erican W

orld A
irw

ays Inc.

以
下
「
パ
ン
ナ
ム
」）
は
、
多
く
の
航
空
会
社
が
違
反
し
て
い

る
こ
と
を
理
由
に
、
報
酬
に
つ
い
て
の
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
決
議
廃
棄
を
通
告
し
、
同
決
議
に
よ
っ
て
も
は
や
拘
束
さ
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
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代
理
店
報
酬
に
つ
い
て
の
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
新
決
議
は
パ
ン
ナ
ム
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
、
パ
ン
ナ
ム
は
、
そ
の
代
理
店
が
一
〇
パ
ー
セ
ン

ト
ま
で
の
報
酬
を
受
け
と
る
と
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。
連
合
王
国
貿
易
省
は
、
一
九
七
六
年
五
月
か
ら
の
連
合
王
国
で
の
活
動
は
Ｉ

Ａ
Ｔ
Ａ
決
議
で
述
べ
ら
れ
る
報
酬
の
レ
ベ
ル
ま
た
は
担
当
相
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
る
レ
ベ
ル
で
支
払
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
追
加
条

件
に
従
う
も
の
と
す
る
と
、
パ
ン
ナ
ム
に
通
告
し
た
。

パ
ン
ナ
ム
は
、
貿
易
省
が
条
件
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
権
限
を
越
え
た
と
す
る
確
認
判
決
を
請
求
し
た
。
第
一
審
に
お
い

て
、ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
裁
判
官
は
、確
認
判
決
を
与
え
、連
合
王
国
お
よ
び
合
衆
国
が
二
国
間
の
航
空
旅
行
を
規
制
し
た
一
九
四
六
年
バ
ー

ミ
ュ
ー
ダ
協
定
は
代
理
店
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
を
規
制
す
る
こ
と
を
貿
易
省
に
認
め
な
か
っ
た
と
し
た
。
同
省
は
、
控
訴
院
に
控
訴
し

た
。⑵

　
判
　
　
　
決

一
九
七
五
年
七
月
二
九
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
控
訴
院
民
事
部
は
、
控
訴
認
容
の
判
決
を
与
え
た
。

①　

貿
易
省
の
権
限
は
、
一
九
四
九
年
民
間
航
空
法
（Civil A

viation A
ct 1949. 

以
下
「
一
九
四
九
年
法
」）
お
よ
び
一
九
七
四

年
航
空
運
送
令
（A

ir N
avigation O

rder 1974
）
に
述
べ
ら
れ
た
。
一
九
四
四
年
シ
カ
ゴ
条
約
（Chicago Convention 1944

）

を
考
察
す
る
こ
と
も
、
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
四
九
年
法
は
、
同
条
約
を
履
行
す
る
た
め
に
可
決
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
ら
文
書
の
ど
れ
も
、
代
理
店
の
報
酬
に
関
し
て
条
件
を
課
す
る
貿
易
省
の
権
限
へ
の
な
ん
ら
の
制
限
も
、
含
ま
な
か
っ
た
。

②　

バ
ー
ミ
ュ
ー
ダ
協
定
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
内
法
の
一
部
を
形
成
し
な
い
か
ら
、
無
関
係
で
あ
る
。

③　

貿
易
省
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
条
件
は
、
領
域
外
的
効
果
を
も
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
連
合
王
国
の
内
外
で
の
フ
ラ

イ
ト
に
関
す
る
報
酬
に
の
み
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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記
録
長
官
デ
ニ
ン
グ
卿
は
、
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン
裁
判
官
に
つ
い
て
、
貿
易
省
の
権
限
を
事
実
上
制
約
し
な
い
バ
ー
ミ
ュ
ー
ダ
協
定
の
解

釈
を
誤
っ
た
と
批
判
し
た
。

⑶
　
意
　
　
　
義

ス
カ
ー
マ
ン
裁
判
官
は
、「
記
録
長
官
に
よ
っ
て
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
に
同
意
す
る
」と
前
提
し
て
、「
私
の
意
見
で
は
、バ
ー
ミ
ュ
ー

ダ
協
定
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
一
部
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
条
約
締
結
権
限
行
使
の
さ
い
王
冠
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
た
国
際
協
定
で

あ
る
」。
そ
し
て
、
私
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
法
の
一
般
原
則
（general rule of our law

）
は
一
九
七
一
年
控
訴

院
判
決
の
中
で
記
録
長
官
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
と
し
て
引
用
し
た
の
が
、
前
記
・
一
九
七
一
年
控
訴
院
判
決
中
の
デ
ニ
ン
グ
卿
の
意

見
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
終
末
に
お
け
る
「
…
…
わ
れ
わ
れ
は
、
議
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
法
に
具
体
化
さ
れ
る
ま
で
…
…
」
を
根
幹
と

す
る
パ
ッ
セ
イ
ジ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
カ
ー
マ
ン
裁
判
官
が
デ
ニ
ン
グ
卿
の
過
去
の
意
見
を
部
分
的
に
再
現
さ
え
し
て
変
型
ド
ク
ト
リ
ン
尊
重
の
姿
勢
を

打
ち
出
し
た
点
に
、
本
判
決
の
意
義
が
、
求
め
ら
れ
る
。

４　

一
九
八
九
年
のM

aclaine W
atson & C

o Ltd v D
epartm

ent of Trade and ndustry

⑴
　
事
　
　
　
実

国
際
す
ず
理
事
会
（International T

in Council.

以
下
「
Ｉ
Ｔ
Ｃ
」）
は
、
第
六
次
国
際
す
ず
協
定
（Sixth International T

in 

A
greem

ent.

以
下
「
Ｉ
Ｔ
Ａ
６
」）
の
も
と
で
構
成
さ
れ
た
国
際
機
構
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
連
合
王
国
お
よ
び
Ｅ

Ｅ
Ｃ
を
含
む
二
三
カ
国
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
本
部
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
目
的
は
、
価
格
の
過
剰
変
動
を
防
止
し
て
、
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す
ず
の
秩
序
あ
る
市
場
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
、
市
場
価
格
が
一
定
レ
ベ
ル
以
下
に
下
落
す

る
と
き
、
す
ず
を
買
い
、
価
格
が
余
り
に
も
上
昇
す
る
と
き
、
緩
衝
在
庫
（buffer stock

）
を
売
っ
て
、
同
在
庫
を
操
作
し
た
。
Ｉ

Ｔ
Ａ
６
第
一
六
条
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
法
的
人
格
、
と
く
に
、
契
約
を
締
結
し
、
動
産
お
よ
び
不
動
産
を
取
得
・
処
分
し
、
法
的
手
続
を
開

始
す
る
能
力
を
も
つ
と
規
定
し
た
。
第
一
六
条
の
規
定
は
、
一
九
七
二
年
Ｉ
Ｔ
Ｃ
・
連
合
王
国
本
部
協
定
第
三
条
で
繰
り
返
さ
れ
た
。

本
部
協
定
第
八
条
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
若
干
の
例
外
に
服
す
る
に
せ
よ
管
轄
権
お
よ
び
執
行
処
分
か
ら
の
免
除
を
享
有
す
る
と
規
定
し
た
。

本
部
協
定
は
、
一
九
七
二
年
国
際
す
ず
理
事
会
（
免
除
お
よ
び
特
権
）
令
（International T

in Council（Im
m

unities and 

Privileges

）Order 1972.
以
下
「
一
九
七
二
年
令
」）
に
よ
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
で
の
効
果
を
与
え
ら
れ
た
。
一
九
七
二
年
令
第
五

条
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
「
法
人
と
し
て
の
法
的
能
力
（legal capacities of a body corporate

）」
を
も
つ
と
規
定
し
た
。
同
時
に
、
第

六
条
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
若
干
の
場
合
を
除
い
て
訴
訟
お
よ
び
法
的
手
続
か
ら
免
除
さ
れ
る
と
規
定
し
た
。
Ｉ
Ｔ
Ａ
６
も
、
本
部
協
定
も
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
編
入
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
八
五
年
一
〇
月
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
は
、
債
権
者
に
対
す
る
数
億
ポ
ン
ド
の
債
務
の
た
め
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、

業
務
を
停
止
す
る
と
発
表
し
た
。
債
権
者
の
若
干
が
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
を
相
手
ど
っ
て
手
続
を
開
始
し
た
。

原
告
は
、
連
合
王
国
を
代
表
す
る
貿
易
産
業
省
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
他
の
二
二
構
成
国
を
訴
え
た
。
原
告
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
が
、

Ｉ
Ｔ
Ｃ
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
そ
の
名
に
お
い
て
招
い
た
債
務
に
責
任
が
あ
る
と
争
っ
た
。
高
等
法
院
（H

igh Court

）
に
お
い
て
、

ミ
レ
ッ
ト
裁
判
官
は
、
マ
ク
レ
ー
ン
・
ワ
ト
ソ
ン
が
合
理
的
な
訴
訟
原
因
を
開
示
し
な
い
と
判
示
し
た
。
控
訴
は
、
控
訴
院
に
よ
っ
て

も
退
け
ら
れ
た
。
マ
ク
レ
ー
ン
・
ワ
ト
ソ
ン
は
、
上
院
に
上
告
し
た
。
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⑵
　
判
　
　
　
決

一
九
八
九
年
一
〇
月
二
六
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
上
院
は
、
上
訴
棄
却
の
判
決
を
下
し
た
。

　
　

条
約
を
締
結
す
る
王
冠
の
権
限
は
王
の
大
権
の
行
使
で
あ
り
、
そ
の
効
力
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
で
は
問
題
と
さ
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
条
約
締
結
権
限
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
を
変
更
す
る
権
限
を
含
ま
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
条
約
は
、
議
会
制
定
法

に
よ
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
編（

マ
マ
）入
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
一
部
を
形
成
ま
た
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
を
変
更
し
な
い
。

　
　

条
約
は
主
権
国
家
間
の
取
引
で
あ
っ
て
、
国
内
裁
判
所
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
判
断
ま
た
は
執
行
す
る
権
限
を
も
た
な
い
。
立
法

の
解
釈
の
よ
う
な
若
干
の
目
的
の
た
め
に
未
編
入
条
約
へ
の
言
及
が
あ
っ
て
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
は
、
か
か
る
条
約
の
も
と

で
生
じ
る
義
務
を
執
行
す
る
権
限
を
も
た
な
い
。

⑶
　
意
　
　
　
義

①　

テ
ン
プ
ル
マ
ン
卿
お
よ
び
オ
リ
バ
ー
卿
の
意
見

本
判
決
の
中
で
、
テ
ン
プ
ル
マ
ン
卿
（Lord T

em
plem

an

）
お
よ
び
オ
リ
バ
ー
卿
（Lord O

liver of A
ylm

erton

）
の
意
見
を

看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
両
卿
の
意
見
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
学
界
で
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
テ
ン
プ
ル
マ
ン
卿
の
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

条
約
は
、
二
ま
た
は
そ
れ
よ
り
多
い
主
権
国
家
間
の
契
約
で
あ
る
。
国
際
法
は
、
主
権
国
家
間
の
関
係
を
規
制
し
、
条
約
の
効
力
、

解
釈
お
よ
び
執
行
を
決
定
す
る
。
女
王
陛
下
の
政
府
を
当
事
者
と
す
る
条
約
は
、
連
合
王
国
法
を
変
更
し
な
い
。
条
約
は
、
立
法
と

い
う
手
段
に
よ
っ
て
連
合
王
国
法
に
編（

マ
マ
）入
さ
れ
、
連
合
王
国
法
を
変
更
す
る
。
条
約
が
制
定
法
に
よ
っ
て
連
合
王
国
法
に
編
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
範
囲
を
例
外
と
す
る
と
、
連
合
王
国
裁
判
所
は
、
主
権
政
府
の
要
望
す
る
ま
ま
、
ま
た
は
、
私
的
個
人
の
要
望
す
る

（
26
）
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ま
ま
、
条
約
上
の
権
利
お
よ
び
義
務
を
執
行
す
る
権
限
を
も
た
な
い
。

右
の
後
半
「
条
約
が
制
定
法
に
よ
っ
て
…
…
」
以
下
が
テ
ン
プ
ル
マ
ン
卿
自
身
が
強
調
し
た
部
分
で
あ
る
と
考
え
た
シ
ョ
ー
は
、

二
〇
〇
五
年
上
院
判
決
に
お
い
て
、
条
約
は
連
合
王
国
が
批
准
し
て
も
、
制
定
法
ま
た
は
慣
習
国
際
法
の
明
示
的
原
則
に
よ
っ
て
効
果

を
与
え
ら
れ
な
い
限
り
、
こ
の
国
の
国
内
法
上
、
拘
束
力
を
帯
び
な
い
む
ね
再
確
認
さ
れ
た
と
説
明
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
ヒ
リ
ア
ー
（
レ

ス
タ
ー
・
デ
＝
モ
ン
ト
フ
ォ
ー
ト
大
学
）
も
、
テ
ン
プ
ル
マ
ン
卿
の
意
見
を
手
が
か
り
に
、「
条
約
が
制
定
法
に
よ
っ
て
連
合
王
国
法

に
変
型
さ
れ
る
場
合
の
み
、
条
約
は
こ
の
国
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
」
と
、
変
型
ド
ク
ト
リ
ン
を
支
持
し
た
。

次
に
、
オ
リ
バ
ー
卿
は
、
前
記
・
一
九
七
一
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
控
訴
院
民
事
部
判
決
を
引
用
し
て
、「
国
内
面
で
は
、
他
の
主
権
国

家
と
条
約
を
締
結
す
る
王
冠
の
権
限
は
王
の
大
権
の
行
使
で
あ
っ
て
、
そ
の
効
力
は
、
国
内
法
上
、
挑
戦
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
た
あ
と
、

こ
う
続
け
た
。

…
…
連
合
王
国
の
憲
法
問
題
と
し
て
は
、
王
の
大
権
は
、
条
約
締
結
を
包
含
し
な
が
ら
、
議
会
の
参
加
な
し
に
、
法
を
変
更
す
る

こ
と
、
ま
た
は
、
個
人
に
権
利
を
与
え
る
こ
と
、
も
し
く
は
、
個
人
が
国
内
法
上
享
有
す
る
権
利
を
剥
奪
す
る
こ
と
に
拡
大
し
な
い
。

条
約
は
、
と
き
ど
き
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
動
執
行
的
で
は
な
い
。
全
く
単
純
に
、
条
約
は
、
立
法
に
よ
っ
て
法
に
編（

マ
マ
）入
さ
れ
な

い
な
ら
ば
、
ま
た
、
編（

マ
マ
）入
さ
れ
る
ま
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
一
部
で
は
な
い
。

シ
ョ
ー
は
、
右
の
全
文
を
紹
介
し
て
、「
条
約
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
一
部
と
な
る
前
に
、
議
会
制
定
法
が
必
須
で
あ
る
」
と
い
う
基

本
的
提
議
を
明
確
に
し
た
と
評
価
し
た
。
ま
た
、
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
（
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
大
学
）
は
、「
オ
リ
バ
ー
卿
は
、
未
変

型
条
約
の
裁
判
不
可
能
性
を
強
調
し
、
裁
判
所
は
当
事
者
の
実
体
法
的
権
利
を
決
定
す
る
未
変
型
条
約
を
顧
慮
す
べ
き
で
な
い
と
と
ら

え
た
」
と
、
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
テ
ン
プ
ル
マ
ン
卿
の
意
見
も
、
オ
リ
バ
ー
卿
の
意
見
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
学
界
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
か
ら
、

（
27
）

（
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）

（
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）（
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（
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そ
の
重
要
性
は
、
見
逃
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
い
き
お
い
、
両
意
見
を
核
心
と
し
た
本
判
決
自
身
、
変
型
ド
ク
ト
リ
ン
を
肯
定
し
た

諸
判
決
の
中
で
、
肝
要
な
地
位
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
。

②　

議
会
主
権
の
憲
法
原
理

右
に
み
て
来
た
よ
う
に
、
連
合
王
国
で
は
、
条
約
を
締
結
す
る
権
限
を
保
有
す
る
の
は
王
冠
で
あ
り
、
こ
う
し
た
大
権
は
、
裁
判
所

に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
権
限
は
、
立
法
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
八
年
欧
州
議
会
選

挙
法
（European Parliam

entary Elections A
ct 1978

）
第
六
条
は
、
欧
州
議
会
の
権
限
増
大
を
規
定
す
る
条
約
は
イ
ギ
リ
ス
議

会
の
承
認
な
し
に
連
合
王
国
に
よ
っ
て
批
准
さ
れ
な
い
と
規
定
し
た
。
条
約
は
、
一
国
内
で
み
ず
か
ら
機
能
で
き
ず
、
授
権
法
の
通
過

を
要
求
す
る
。

こ
こ
か
ら
察
知
さ
れ
る
の
は
、
条
約
締
結
に
関
す
る
議
会
主
権
お
よ
び
裁
判
所
の
劣
位
で
あ
る
。
本
判
決
の
場
合
も
そ
う
で
あ
り
、

前
述
の
よ
う
に
、

は
議
会
主
権
、

は
裁
判
所
劣
位
を
判
示
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
高
等
法
院
大
法
官
部
（H

igh Court, 

Chancery D
ivision

）
も
、
一
九
九
六
年
七
月
三
〇
日
の
判
決
に
お
い
て
、「
一
般
的
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
編（
マ
マ
）入
さ
れ
な
か
っ

た
条
約
の
解
釈
は
、
裁
判
所
で
は
な
く
て
、
王
冠
が
担
当
す
る
事
項
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
外
交
問
題
で
は
行
政
府
と
同
程
度
の
発
言

権
で
発
言
す
べ
き
で
あ
り
、
外
交
関
係
の
全
事
項
で
は
極
め
て
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
裁
判
所
劣
位
を
印
象
づ
け
た
。

こ
れ
に
対
し
、
議
会
主
権
（「
議
会
優
位
」
ま
た
は
「
議
会
万
能
」
と
も
い
う
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
憲
法
原
理
で
あ
っ
て
、
積
極
的

に
は
議
会
の
立
法
権
の
無
制
約
性
、
消
極
的
に
は
議
会
と
競
合
す
る
立
法
権
者
の
不
存
在
性
を
意
味
し
て
お
り
、
裁
判
所
と
比
較
す
る

と
き
は
、
議
会
が
優
位
を
占
め
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
法
的
環
境
が
、
変
型
ド
ク
ト
リ
ン
を
育
成
し
た
。

（
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）

（
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三　

お
わ
り
に

１　

変
型
の
一
例

条
約
が
法
律
に
変
型
さ
れ
た
一
例
を
あ
げ
て
お
く
。
そ
れ
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
成
立
し
た
重
要
条
約
の
一
つ
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
る
一
九
六
一
年
の
「
外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（V

ienna Convention on D
iplom

atic Relations. 

以
下
「
ウ
ィ
ー
ン

条
約
」）
を
変
型
し
た
一
九
六
四
年
外
交
特
権
法
（D
iplom

atic Privileges A
ct 1964. 

以
下
「
一
九
六
四
年
法
」）
で
あ
る
。

連
合
王
国
は
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
の
一
当
事
国
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
条
約
の
若
干
の
規
定
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
一
部
を
形
成
す
る
。

一
九
六
四
年
法
は
、
派
遣
国
が
ウ
ィ
ー
ン
条
約
の
当
事
国
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
外
交
使
節
団
に
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
、

一
九
六
四
年
法
は
、
連
合
王
国
に
駐
在
す
る
す
べ
て
の
外
国
お
よ
び
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
使
節
団
に
適
用
さ
れ
る
が
、
領
事
官
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
代
表
に
も
、
国
際
機
構
お
よ
び
こ
れ
の
関
係
者
に
も
適
用
さ
れ
な
い
。

ウ
ィ
ー
ン
条
約
は
、
一
九
六
四
年
法
末
尾
に
設
け
ら
れ
た
「
連
合
王
国
で
法
の
効
力
を
も
つ
ウ
ィ
ー
ン
条
約
条
文
」
と
要
約
さ
れ
た

付
則
１
（Schedule1

）
と
い
う
形
で
変
型
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
登
場
す
る
の
は
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
全
文
で
は
な
く
、
第
一
条
（
定

義
）、
第
二
二
条
（
公
館
の
不
可
侵
）

―
第
二
四
条
（
公
文
書
の
不
可
侵
）
そ
の
他
で
あ
る
。

逆
に
、
付
表
１
か
ら
は
ず
さ
れ
た
条
文
は
、
執
行
さ
れ
る
た
め
に
立
法
を
要
さ
な
い
条
文
で
あ
る
。
外
交
官
に
義
務
を
課
せ
ら
れ
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
法
的
執
行
の
可
能
な
規
則
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
行
政
裁
量
に
適
し
た
条
文
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
四
一
条
は
「
接

受
国
の
法
令
の
尊
重
」
を
規
定
す
る
が
、
そ
れ
は
、
尊
重
（respect

）
で
あ
っ
て
、
遵
守
（com

ply w
ith

）
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

（
36
）

（
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て
、
第
四
一
条
は
、
付
表
１
に
含
ま
れ
ず
、
一
九
六
四
年
法
に
変
型
さ
れ
な
か
っ
た
。

２　

変
型
の
例
外

ひ
と
た
び
条
約
が
議
会
に
付
託
さ
れ
る
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
立
法
は
連
合
王
国
法
の
一
部
を
形
成
し
て
履
行
さ
れ
る
よ
う
裁
判

所
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
連
合
王
国
法
で
は
、
自
動
執
行
条
約
と
非
自
動
執
行
条
約
の
区
別
が
、
な
い
。
す
べ
て
の
条
約
は
、

法
と
な
る
た
め
に
立
法
行
為
を
要
求
す
る
と
い
う
意
味
で
、
非
自
動
執
行
条
約
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
の
原
則
に
対
す
る
明
白
な
例
外
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
諸
機
関
が
締
結
す
る
条
約
の
場
合
に
発
生
し
た
。
た
し
か
に
、
欧
州
司

法
裁
判
所
は
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
二
六
日
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
定
に
関
し
、「
個
人
に
対
し
て
直
接
に
適
用
可
能
（directly 

applicable

）
で
あ
っ
て
執
行
可
能
な
（enforceable

）
権
利
を
与
え
る
」
と
い
う
判
決
を
下
し
た
。

Ｅ
Ｃ
法
・
Ｅ
Ｕ
法
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
①
加
盟
国
国
内
法
に
対
す
る
優
位
性
、
②
直
接
適
用
性
で
あ
る
。
そ
う
と
す

る
と
、
Ｅ
Ｃ
法
・
Ｅ
Ｕ
法
は
、
自
動
執
行
条
約
と
と
も
に
編
入
ド
ク
ト
リ
ン
を
容
認
す
る
の
か
、
こ
れ
と
、
非
自
動
執
行
条
約
と
と
も

に
変
型
ド
ク
ト
リ
ン
し
か
容
認
し
て
来
な
か
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
は
ど
う
い
う
関
係
に
立
つ
の
か
と
い
っ
た
疑
問
が
、
生
じ
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
さ
い
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
関
係
を
論
議
す
る
た
め
…
…
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
る
判

決
に
当
た
っ
て
み
よ
う
。
そ
れ
は
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
一
一
日
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
上
院
が
与
え
た
判
決
で
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
た
。加

盟
国
国
内
法
に
対
す
る
Ｅ
Ｃ
内
で
の
Ｅ
Ｃ
法
優
位
が
必
ず
し
も
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条
約
に
お
い
て
固
有
で
な
い
と
し
て
も
、
連
合
王
国
が

Ｅ
Ｃ
に
参
加
す
る
相
当
以
前
に
、
そ
れ
は
、
た
し
か
に
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
確
立
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
二
年
法

（
前
出
）
を
制
定
し
た
と
き
、
議
会
が
受
け
入
れ
た
主
権
制
限
は
、
な
ん
で
あ
れ
、
全
く
任
意
的
で
あ
っ
た
。
一
九
七
二
年
法
の
条

（
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）

（
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）（
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（
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件
下
で
最
終
判
決
を
言
い
渡
す
と
き
、
Ｅ
Ｃ
法
の
直
接
に
執
行
可
能
な
規
則
と
抵
触
す
る
と
認
定
さ
れ
る
国
内
法
規
則
を
無
効
に
す

る
と
い
う
こ
と
が
連
合
王
国
裁
判
所
の
義
務
で
あ
る
こ
と
は
、
常
に
明
白
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
法
の
優
位
を
肯
定
し
、
直
接
執
行
を
主
張
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
判
決
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
と
、
議
会
主
権
を

規
定
し
て
来
た
憲
法
原
理
は
、
動
揺
を
余
議
な
く
さ
れ
る
。
同
原
理
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
変
型
ド
ク
ト
リ
ン
も
、
転
換
期
に
は
い
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。

（
１
）　H

alsburyʼs Law
s of E

ngland 4th edn

（
以
下
“Halsburyʼs Law

s

”） Reissue 18

（2

）（2000

） 445.

（
２
）　J.E.S.Faw

cett T
he British Com

m
onw

ealth in Internationaol Law

（1963

）56

－57.

（
３
）　

松
田
幹
夫
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
へ
の
国
際
慣
習
法
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編
入
お
よ
び
変
型
」『
獨
協
法
学
』
九
六
号
一
―
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（
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）　British International Law

 Cases3

（1965

） 305.

（
５
）　Ibid.

（
６
）　Ibid 306.

（
７
）　Ibid 306

－307,308.

（
８
）　Lord M

cN
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